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Summary
　　The　use　of　a　dental　surveyor　for　fabrication　of　restorations　is　very　important　in
successful　prosthodontic　treatment．　The　authors　designed　and　developed　a　new　dental
surveyor　which　is　defferent　from　conventional　on巳
　　Some　peculiarities　are　as　follows：
　　　　　　　　　　　　　　　1．Since it　is able　to　survey　the　diagnostic　cast　and／or　working　cast　with　an　analyzing
　　rod，　dentists　may　plan　the　effective　diagnosis　and　treatment．
2．As　the　survey　line　disappears　as　time　proceeds，　it　is　possible　to　survey　the　cast
　　repeatedly　for　analyzing　the　path　of　insertion．
3．It　is　possible　to　survey　the　cast　and　the　measurement　of　undercut　for　placement　of　the
　　clasp　tip　sirpultaneously　with　one　of　the　undercut　gauges．
4．The　placement　for　clasp　tip　can　be　determined　exactly　by　simply　touching　the　cast
　　with　an　undercut　gauge．
5．　The　survey　line　can　be　corrected　without　damage　to　the　casL
緒 言
　歯科補綴物とくに可撤式パーシャルデンチャー
は，咀噌・発音などの機能回復，審美性の回復，
顎関節・顎堤などの軟組織の保護，残存歯の変位
防止などの諸目的を持っている1）．パーシャルデ
ソチャーの設計に際しては，これらの目的を十分
満足させるように考慮することが必要であり，残
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存歯とくに鉤歯と顎堤粘膜の被圧変位量の著しい
差を設計にとり入れ，鉤歯および顎堤の保護を図
ることが大切である．従って，クラスプデンチャー
では，研究用模型上での十分な診査を必要とし2），
鉤歯のsurveyingは義歯の維持領域を，顎堤の
surveyingは義歯床の範囲を決定するために重要
な操作である．とくに最近の補綴臨床では精度の
高い鋳造床やアタヅチメント応用の義歯など，補
綴物の製作に精密な作業が要求されるようにな
り，この数年間さまざまな機構のsurveyorが出
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現している3’4）．これらのsurveyorは，その特徴を
十分に理解し5），使い慣れた上で使用する必要が
ある．著者らはmetal　crown内面や，　metal　plate
の適合性をチェックするときに用いる　“touch
marker”（東京技研社製）の理論を採り入れ，従
来のsurveyingとぱ全く異なった描記法による新
しいdental　surveyorを考案・開発したのでその
概要を述べる．
材料と方法
　図1は新しく考案・開発したsurveyorで，基本
的な構造は従来使用している図2のNey社の
dental　surveyorと変わらないが，通電方式を採用
しているためsurveyingの描記方法が異なる．本
体支柱部には整流ボックスが設置され（図／），後
面には模型台へのコードをつなぐ接続端子，100
V，D．C．プラグの差し込み口，強・中・弱の3段
階の切換えスイッチがある．3は強で64V，1．O
mA，2は中で52　V，0．8mA，ユは弱で38　V，0．6
mAとなっている（図3）．模型台底面は絶縁材料
で作られていて，surveyor本体とは絶縁状態を保
つように作られている（図4）．水平アームの下部
にぱ接触式の通電装置（図5）が取り付けられ，
この部分をスピンドルに接触させた状態でsur－
veyingを行うことになる．石膏模型の前準備とし
て“マーカー液、（図6）と呼ぼれる特殊液を石膏
模型表面に薄く塗布する（図7），この時，石膏模
型が完全に乾燥していると溶液が吸収されて，十
分な発色が期待できないので，予め水中に2～3
分浸漬して水分を含ませてから塗布すると良い．
しかし水分が多過ぎると発色がにじんでひろがる
ので注意が必要である．図8は石膏模型の表面に
”マーカー液．を塗布後，analyzing　rodで鉤歯の
surveyingを行っているところで，鉤歯と顎堤粘
膜部のsurvey　Iineが発色した線として描かれる．
このsurveying　systemの特長の1つは発色した
survey　lineは約15分後に完全に消えてしまうこ
とであり，いまxでのようにanalyzing　rodで目
測で有効なundercutの存在を確めていた場合と
は異なり，Survey　lineとして現われるのでより確
実となり，また，carbon　markerによるsurvey
Iineの再描記が必要なときは最初の描記ラインを
消しゴムで消すという手間がかかったが，この
systemではその必要は全くなく，何度でもやり直
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図1：新しく製作したdental　surveyor
図2：現在使用しているNey社dental　surveyor
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図7：石膏模型へのマーカー液の塗布
図4：模型台底面
図5：接触式通電装置
図6　マーカー液
図8：石膏模型に発色したsurvey　line
図9：歯牙頬側面の最大豊隆部とundercut計測
　　　点の同時記録（1／4mm　undercut　gauge）
図10：最大豊隆部とundercut計測点のにじみ
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図11：発色したsurvey　lineを鉛筆でなぞってい
　　　るところ
図12：発色したsurvey　Iineは消失し，鉛筆によ
　　　るsurvey　lineとundercutの計測点を示
　　　す
しが出来る．図9は1／4mmのundercut　gaugeを
用いてsurvey　lineとundercutの計測点の印記
とを同時に行っているところで，従来のsurveyor
ではできなかった利点である．しかし模型に水分
が多量に含まれていると発色後の時間経過ととも
にsurvey　lineのにじみが生じ，幅のある線あるい
は面積の広い点となるため注意しなければならな
い（図10）．発色したsurvey　line，　undercutの計
測点，および鉤尖の位置などで保存しておきたい
ものは，発色が消退しないうちに鉛筆でなぞって
消えないようにして鉤指導線とする（図11）．図12
は約15分後，発色したsurvey　line等はほぼ消退
し，鉛筆による描記のみが残った状態である．
結果ならびに考察
　以上，surveyingのための新しいsystemについ
て概要を説明した．このsystemの利点は，1，
analyzing　rodでsurvey　lineの描記ができるの
でいまXでより診断・設計が正確iにしかも容易に
できる。2，描かれたsurvey　lineは時間の経過と
ともに消退するため義歯の着脱方向の検討のため
に何度でもsurveyingが行える．3，　undercut
gaugeを用いてundercutの計測，鉤尖の位置決
定とSurvey　lineを同時に描記できる．4，鉤尖の
位置IX　undercut　g2ugeを接触させるだけで，い
まNでより正確に印記できる．5，surveyingをや
り直す場合も消しゴムを使わずに済むため，模型
を汚したり，傷つけたりすることがない，などで
ある．また，このsystemの欠点は，1，石膏模型
に僅かな水分が含まれていないと，十分な発色が
期待できない．2，模型が水分を含み過ぎている
と，survey　lineあるいはundercutの計測点がに
じんでしまうこと．3，survey　lineあるいはun・
dercutの計測点を保存するには改めてこのIine
に沿って鉛筆で再描記しなければならないこと，
などである．しかし，今回紹介したsurveying　sys－
temは試作段階のもので完成品ではないので，今
後各種の欠点を排除して，より使い易いものにす
るよう改良していくつもりである．
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